
- 63 -

シラヒゲウニの陸草給餌中間育成試験

大城 信弘・渡慶次賀孝

１ 目的

ウニ用陸草適餌料の探索

２ 方法

（１）餌料草探索試験

2ｍ（幅）×5ｍ（長）×0.92ｍ（中央部高）のＦＲＰ水槽

に、52㎝×38㎝×24㎝（高）のプラスチック籠の内側

に、オープニング約2.5㎜のネトロンネットを貼り付け籠

上部が７㎝程度水面に出るよう、木枠や50φのエンビパ

イプ製の浮き輪に浮かべて設置した。

図－１ 籠の設置状況例

図－２ 使用前のウニ例（計測時）

水槽は縦3列に通気を施し、水深76㎝程度で、一日5

回転程度の流水とした。一籠50個体、或いは30個体の

稚ウニを収容し、各種陸草を給餌した。餌は残餌が僅

かと成った時点で追加した。給餌は生の葉を主体とした

が、サクラは落ち葉を、大根とニンジン、及びジャガイモ

は塊根部をスライスして給餌した。

サイホン、又は全水を排水して、週に１～２回の水槽

掃除を行った。コントロールとしてフロリダ原産種のオゴ

ノリを給餌し、成長量、生残率を比較した。

（２）中間育成試験

２ｍ×５ｍ×０．９２ｍ（中央部高）のＦＲＰ水槽に、１４５

㎝（長）×９０㎝（幅）×５８㎝（高）で、目合い２．５㎜のネ

トロンネット籠を４個設置した（図－３）。籠はエンビパイ

プの台座で、水槽底から２５㎝（中央部）上げ、上部は

水面上に１７㎝程度出し、籠水深は４０㎝前後で、通気

は縦４列に施し、注水は５回転/日程度とした。

ウニは２００８年１月３１日採卵で、３月１１日採苗の人

工種苗を用いた。６月２５日に波板から剥離し、重量法

で推計した６０００個体を、目分量で４籠に分け使用し

た。

餌はシマグワ、シマグワ＋オゴノリ、アキノノゲシ、オゴ

ノリの４区を設け投餌した。週に１～２回はサイホンでの

水槽底の掃除を行った。

図－３ 中間育成籠の設置状況

３ 結果

（１）餌料草探索試験

試験は１回１ヶ月程度で７回行い、陸草は３６科７２種

をテストした。又比較に海藻ではクビレヅタとホンダワラ

の一種を加えた。

結果は表－１に示したが、アキノノゲシ、シマグワ、ツ
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ルナの３種はコントロールのオゴノリよりも殻径の伸びが

大きかった。

又、オゴノリの殻径の伸びを１００％として、伸び比８０

％以上はオオジシバリ、スイゼンジナ、シナガワハギ、ハ

マナレン、パクチョイ、グンパイヒルガオ、ハマスベリヒ

ユ、ハママツナ、ガジュマル、サンカクハゼラン、ノカラム

シの１１種であった。

７０％～８０％はヤナギバルイランソウ、ルッコラ、サン

トウサイ、ミズナ、シュンギク、チシャ、アメリカフウロ、ニ

ンジンの８種であった。

（２）中間育成試験

開始時の殻径は、各区５０個体計測で、クワ区が５．１

５～１７．３２㎜で平均１０．７８㎜、クワ＋オゴノリ区は５．

１７～１４．６５㎜で９．９３㎜。オゴノリ区が５．７７～１７．６

３㎜で平均１１．３４㎜。アキノノゲシ区は４．９４～１４．６

３㎜で平均１０．３１㎜であった。

取り上げ時は、１００個体の計測で、クワ区８．５９㎜～

２８．３７㎜、平均１６．２５㎜、１７１６個体。クワ＋オゴノリ

区７．９５～２５．４１㎜、平均１４．７１㎜、１８０６個体。オ

ゴノリ区７．４５～２３．１５㎜，平均１５．８３㎜、１４３７個

体。アキノノゲシ区が５．６２～２８．２㎜，平均１６．１７

㎜、１４２８個体で総計６３８７個であった。

平均殻径の伸びは、クワ区が５．４７㎜、クワ＋オゴノリ

が４．７８㎜、オゴノリ区が４．４９㎜、アキノノゲシ区が５．

８６㎜であった。

この間の投餌量は、クワ区が４０００ｇ、クワ＋オゴノリ

が２０００ｇ＋２０００ｇ、オゴノリ区が４５００ｇ、アキノノゲシ

は４０００ｇであった。

図－４ アキノノゲシの投餌状況

４ 考察

今回、殻径がオゴノリの一種と比較して、７０％以上の

伸びを示したのは３６科７２種中１１科２２種あり、幅広い

陸草で中間育成が行いうる事が示された。

中でも、アキノノゲシ、シマグワ、ツルナの 3 種はオゴ

ノリよりも大きく成長したが、飽食試験ではない為、これ

らの栄養価が海藻より優れているのかどうかは不明であ

る。

ウニの餌は蛋白質含量が重要とされ、今回は特には

成分分析は行ってないが、クワは蚕の餌として、アキノノ

ゲシは鳥や家畜の餌として利用され、高蛋白質で餌料

価が高いことが知られている。

今回、コントロールに用いたオゴノリの一種は、太さ 1

㎜程度と細く、噛み切られて細かく裁断され、やや固め

で、これらと比べると栄養素の面ではなく、摂食率、消

化率が低かったものと推察される。

今回用いたウニのサイズは回次によって異なってい

る。最小は一回次の 8 ． 3 ㎜であったが、特には摂餌

不調は観察され無かった。しかし、別途により小型な個

体では、摂食され無い事例も見受けられ、小型個体で

は、適餌料種類や摂餌可能サイズの把握が必要であ

る。

大型個体では摂餌の幅が広がり、殆ど問題とはなら

ないが、用いる植物の新芽等の柔らかい部分と、老成し

た堅い部分では、柔らかな部分が摂餌されやすい傾向

にあり、ウニのサイズと餌植物の状態を適時組み合わせ

る必要がある。

今回、アキノノゲシでの成長が大きかったのは、栄養

価の他に、摂餌され易い適度な固さであったものと考え

られる。

又、含水率の分析は行ってないが、ネピアグラスやイ

ヌシバ等のイネ科は成長が劣り、これは他と比べて草体

の含水率が低い為と推察される。

摂食された草体は、殆どが噛み切られた原形を止め

たまま排泄される。これは、消化が餌料の液部や破片縁

辺の極限られた部分で行われている為と推察される。イ

ネ科の多くは、含水率が低く、堅いと考えられる。

一方で、キャベツや他の葉野菜は、成長はするがア

沖裁セ事報．平成２０年度（２００８年度）



- 65 -

沖裁セ事報．平成２０年度（２００８年度）

キノノゲシやクワほどはない。これらは逆に含水率が高

く、摂餌量の割には、養分に成らない水分が多い為と推

察される。ウニ餌料としては、栄養価の他に、消化吸収

に適度な含水率が必要と考えられる。

今回用いた陸草では、ランタナやハルウコンは殆ど

摂餌されず、モモタマナやクサトベラは葉の褐変後に摂

餌された。他にも同様な種があるが、これらは毒性や刺

激性があり、ウニが摂食を忌避したと考えられる。ウニと

人では、その作用は同じではないと考えられるが、大ま

かな目安には成ると思われる。

これまでヒジキやホンダワラ類等の海藻類は餌として

優れていることが知られている。しかし、それらの供給量

は限られ、増殖も極めて困難である。オゴノリ等一部の

海藻は陸上でも生産されているが、規模も小さく、高コ

ストである。

それに比べ、陸草は栽培が容易で、低コストであり、

更に大規模生産も可能である。今後、ウニの産業化を

推し進めるには陸草の給餌が不可欠と考えられる。

配合飼料や陸草の給餌は、これまでも度々試みられ

て来た。しかし、それらは殆どが成ウニに対してで、その

多くが実入りの向上を目的とされた。その結果、餌料と

して使える事は実証されたが、実が苦みを呈し、実用に

至ってない。

今回は、中間育成段階であり、その点は問題とされ

無い。陸草で育てたシラヒゲウニが、放流に際し、海藻

飼育と比べ、何らかの影響が無いかどうかは今後の課

題である。但し、予備的な放流では、計数調査はなされ

てないが、見た目には特には影響は無いとのことであっ

た。

陸草は、多くが図に示されるように水面近くに浮き、

腐れ易く、生海藻と比べると、こまめに与える必要がある

などの手間を要し、中央部分は摂餌され難い等の欠点

がある。

今回は、小さめの飼育ケージを数多く使い、水深を

浅くし、ウニが側面や底面から摂餌し易くしたが、将来

的には、水中に沈み、日保ちし、より栄養価の高い陸草

が求められる。

その為には、新たな陸草の探索とともに、ウニ餌料に

適した陸草の育種が望まれる。又、枯れて乾燥した草も

摂食する事から、含水率の調整や、消化効率を高める

工夫も必要である。

海藻の乏しい本県では、成ウニに対しても、陸草給餌

を再度試みる必要があろう。予備的な飼育では、海藻と

の併用で、苦みや渋味が殆ど感じられなくなる事例も生

じた。

ウニ漁業の育成には、当面は海藻と陸草の併用給餌

を行い、生産を安定させると共に、ハーブ等の給餌で、

味や香り、有効成分を調整し、付加価値を高める等の

試みが必要であろう。
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図－５ 終了時のウニの状況事例（第一回）
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図５－１センダングサ 図５－２アカザカズラ

図５－３ノカラムシ
図５－４モンパノキ

図５－５クサトベラ 図５－６アキノノゲシ

図５－７ シマグワ 図５－８モモタマナ

図５－９ツルナ 図５－１０オゴノリ
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表1－１　稚ウニ陸草給餌結果

通算№植物種類 科名
使用
個体

生残個
体数

開始時
殻径㎜

終了時
殻径㎜

殻径生
長量

殻径オ
ゴノリ

伸び比 備考

第一回 №１ センダングサ キク科 50 50 11.15 18.85 7.7 0.74 0.54

６月１３日開始 №２ アカザカズラ ツルムラサキ科 50 49 11.15 17.87 6.72 0.7 0.47 雲南百薬

７月１４日終了 №３ ノカラムシ イラクサ科 50 51 11.15 24.9 13.75 0.98 0.96

№４ モンパノキ ムラサキ科 50 50 11.15 17.2 6.05 0.67 0.42

№５ クサトベラ クサトベラ科 50 49 11.15 13.08 1.93 0.51 0.13

№６ アキノノゲシ キク科 50 50 11.15 32.5 21.35 1.27 1.49

№７ シマグワ クワ科 50 50 11.15 26.54 15.39 1.04 1.07

№８ モモタマナ シクンシ科 50 50 11.15 13.99 2.84 0.55 0.20

№９ ツルナ ハマミズナ科 50 50 11.15 29.19 18.04 1.14 1.26 （ツルナ科）

№１０ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 50 50 11.15 25.51 14.36 1 1.00

第二回 №１１ サンカクハゼラン スベリヒユ科 50 48 13.59 35.3 21.71 0.87 0.80

７月２日開始 №１２ サツマイモ ヒルガオ科 50 47 13.59 14.99 1.4 0.37 0.05 腐敗早し

８月６日終了 №１３ アカリファ トウダイグサ科 50 51 13.59 22.24 8.65 0.55 0.32

№１４ ヤナギバルイランソウ キツネノマゴ科 50 49 13.59 35.13 21.54 0.86 0.79

№１５ ハルウコン ショウガ科 50 47 13.59 14.47 0.88 0.35 0.03

№１６ ブッソウゲ アオイ科 50 49 13.59 21.67 8.08 0.53 0.30

№１７ オウゴンカズラ サトイモ科 50 49 13.59 23.01 9.42 0.56 0.35

№１８ キャベツ アブラナ科 50 51 13.59 31.24 17.65 0.77 0.65

№１９ アメリカハマグルマ キク科 50 50 13.59 18.71 5.12 0.46 0.19

№２０ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 50 49 13.59 40.8 27.21 1 1.00

第三回 №２１ アカギ コミカンソウ科 50 44 13.17 20.76 7.59 0.49 0.26

７月１８日開始 №２２ ガジュマル クワ科 50 49 13.17 36.61 23.44 0.86 0.80

８月２９日終了 №２３ ハママツナ アカザ科 50 45 13.17 39.87 26.7 0.94 0.91

№２４ ハマスベリヒユ ハマミズナ科 50 50 13.17 40.59 27.42 0.96 0.94

№２５ ツタ ブドウ科 50 47 13.17 16.91 3.74 0.40 0.13

№２６ アロエベラ アロエ科 50 46 13.17 22.42 9.25 0.53 0.32

№２７ サクラ枯葉 バラ科 50 48 13.17 16.88 3.71 0.40 0.13

№２８ グンパイヒルガオ ヒルガオ科 50 47 13.17 39.13 25.96 0.92 0.89

№２９ ネピアグラス イネ科 50 44 13.17 19.53 6.36 0.46 0.22

№３０ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 50 42 13.17 42.37 29.2 1.00 1.00

第四回 №３１ セイロンベンケイ ベンケイソウ科 30 26 26.6 38.01 11.41 0.73 0.47

９月１２日開始 №３２ インパチェンス ツリフネソウ科 30 27 27.39 35.56 8.17 0.68 0.34

１０月２４日終了№３３ ベゴニア シュウカイドウ科 30 24 27.28 36.18 8.9 0.69 0.37

№３４ ランタナ クマツヅラ科 30 20 27.6 28.65 1.05 0.55 0.04

№３５ ツルムラサキ ツルムラサキ科 30 23 27.65 32.95 5.3 0.63 0.22

№３６ ハドノキ イラクサ科 30 27 26.75 35.63 8.88 0.68 0.37

№３７ ベンジャミナ クワ科 30 27 27.42 35.29 7.87 0.68 0.33

№３８ イヌシバ イネ科 30 23 26.63 28.89 2.26 0.55 0.09

№３９ モミジバヒルガオ ヒルガオ科 30 18 28.06 29 0.94 0.56 0.04 腐敗早し

№４０ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 30 24 27.89 52.07 24.18 1.00 1.00

第五回 №４１ ツワブキ キク科 30 30 12.65 21.29 8.64 0.71 0.52

１１月１２日開始№４２ リュウキュウトリノスシダチャセンシダ科 30 30 13.05 21.03 7.98 0.71 0.48

１２月１９日終了№４３ サトイモ サトイモ科 30 30 13.05 21.11 8.06 0.71 0.48

№４４ ツユクサ ツユクサ科 30 30 13.05 22.13 9.08 0.74 0.54

№４５ ムラサキカッコウアザミキク科 30 30 13.05 23.23 10.18 0.78 0.61

№４６ タマシダ ツルシダ科 30 30 13.89 23.26 9.37 0.78 0.56

№４７ ヒカゲヘゴ ヘゴ科 30 30 13.05 15.76 2.71 0.53 0.16

№４８ ギシギシ タデ科 30 30 13.05 22.64 9.59 0.76 0.57

№４９ アジモ アマモ科 30 30 13.05 13.97 0.92 0.47 0.05 主にリュウキュウスガモ

№５０ マツバボタン スベリヒユ科 30 30 13.05 24.19 11.14 0.81 0.67

№５１ エノキ ニレ科 30 30 12.61 16.35 3.74 0.55 0.22

№５２ クビレヅタ 緑藻・イワヅタ科 30 30 13.05 22 8.95 0.74 0.53 ウミブドウ

№５３ ホンダワラの一種 褐藻・ホンダワラ科 30 30 13.05 27.39 14.34 0.92 0.86 ３日遅れ

№５４ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 30 30 13.05 29.79 16.74 1.00 1.00
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表1－2　稚ウニ陸草給餌結果

通算№植物種類 科名
使用
個体

生残個
体数

開始時
殻径㎜

終了時
殻径㎜

殻径生
長量

殻径オ
ゴノリ

伸び比 備考

第六回 №５５ アイスプラント ハマミズナ科 30 30 21.87 30.21 8.34 0.86 0.63 餌不足気味

１２月２６日開始№５６ フダンソウ アカザ科 30 31 21.87 26.28 4.41 0.75 0.33

１月２６日終了 №５７ ハマウド セリ科 30 29 22.57 26.8 4.23 0.76 0.32

№５８ カラシナ アブラナ科 30 30 21.87 29.47 7.6 0.84 0.57

№５９ ルッコラ アブラナ科 30 30 21.87 31.52 9.65 0.90 0.73

№６０ サントウサイ アブラナ科 30 29 21.17 31.57 10.4 0.90 0.78

№６１ ミズナ アブラナ科 30 30 21.87 31.14 9.27 0.89 0.70

№６２ パクチョイ アブラナ科 30 30 21.87 32.66 10.79 0.93 0.81

№６３ ハマナレン キク科 30 30 21.87 33.47 11.6 0.95 0.87

№６４ リュウキュウヨモギ キク科 30 30 21.87 28.58 6.71 0.81 0.51 餌不足気味

№６５ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 30 30 21.87 35.15 13.28 1.00 1.00

第七回 №６６ シロツメクサ マメ科 30 29 15.5 23.7 8.2 0.77 0.54

平成２１年 №６７ シュンギク キク科 30 30 15.5 26.2 10.7 0.85 0.70

３月６日開始 №６８ チシャ キク科 30 30 15.5 26.3 10.8 0.86 0.71

４月８日終了 №６９ アメリカフウロ フウロソウ科 30 31 15.5 27.4 11.9 0.89 0.78

№７０ ヤエムグラ アカネ科 30 30 15.5 24 8.5 0.78 0.56

№７１ ルリハコベ サクラソウ科 30 30 15.5 19.3 3.8 0.63 0.25

№７２ コメツブウマゴヤシ マメ科 30 29 15.5 21.9 6.4 0.71 0.42

№７３ シナガワハギ マメ科 30 30 15.5 29.6 14.1 0.96 0.93

№７４ カワラアカザ アカザ科 30 30 15.5 21.6 6.1 0.70 0.40

№７５ スイゼンジナ キク科 30 31 15.5 28.7 13.2 0.93 0.87

№７６ ニンジン セリ科 30 30 15.5 26.4 10.9 0.86 0.72 スライス

№７７ ジャガイモ ナス科 30 30 15.5 22.3 6.8 0.73 0.45 スライス

№７８ ダイコン アブラナ科 30 31 15.5 21.1 5.6 0.69 0.37 スライス

№７９ オオジシバリ キク科 30 30 15.5 29.3 13.8 0.95 0.91

№８０ ニシヨモギ キク科 30 30 15.5 23.8 8.3 0.78 0.55

№８１ オゴノリの一種 紅藻・オゴノリ科 30 29 15.5 30.7 15.2 1.00 1.00
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